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　令和７年７月23日、岩手県環境生活部長、県民くらしの安全課総括課長、同生活衛生担当課長と、
岩手県生活衛生同業組合の県内10組合の理事長等との懇談会を開催し、物価高騰等が生衛事業者の
収益を一層圧迫している現状や、衛生水準の確保・向上の取り組み等、活発な情報交換を行いました。
　また、令和７年度生活衛生関係営業の振興に関する要望書を、菊池県指導センター理事長及び
横田県生活衛生同業組合中央会長から、中里県環境生活部長に手交しました。
　中里環境生活部長から、県民への安全・安心で質の高いサービスの提供や、デジタル化による
業務の効率化、高齢者への生衛サービス提供等への取り組みに対し、御礼の言葉をいただきました。

岩 手 県 へ 要 望 書 を 提 出 ！岩 手 県 へ 要 望 書 を 提 出 ！

〔７月23日、於：盛岡市〕〔７月23日、於：盛岡市〕
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ごあいさつ　　　
　　　　岩手県環境生活部長

中　里　裕　美　
　生活衛生関係営業者の皆様には、日頃から営業施
設の衛生水準の向上、消費者サービスの充実、業界
の健全発展に積極的に取り組んでおられますことに、
厚く御礼を申し上げます。
　物価高騰や人手不足など、依然として厳しい経営
環境が続く中、事業の継続と雇用の維持に御尽力い
ただき、また、安全・安心で質の高いサービスを御
提供いただいておりますことに、深く敬意を表する
次第です。
　近年、人口減少や少子高齢化による働き手不足に
より、生産性やサービスの維持・向上が重要性を増
しており、政府が令和７年６月に閣議決定した「新
しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画2025
年改訂版」では、生活衛生関係営業を含む12業種に
おける生産性向上目標や、その実現に資する事例が
示されたところです。生活衛生関係営業に携わる皆
様におかれましては、社会情勢の変化に応じて、講
習会等による若手及び後継者の育成や、デジタル化

による業務の効率化にも新たに取り組まれるなど、
多様化するニーズに対応いただいており、改めて感
謝申し上げます。
　さて、県では、「いわて県民計画（2019～2028）」
第２期アクションプランにおいて、自然減・社会減
対策、ＧＸの推進、ＤＸの推進、安全安心な地域づ
くりを重点事項に掲げ、多様な主体の参画の下、様々
な県政課題に取り組んでいくこととしています。県
といたしましては、事業運営の中で創意工夫を重ね
ておられる生活衛生関係営業の皆様への適切な情報
提供や業界への活動支援を図るとともに、皆様や生
活衛生営業指導センターとの連携の下、県民の方々
への正しい知識の普及啓発などに努めてまいります。
　県民の方々の衛生的で快適な生活の確保、生活の
基盤となる安全で安心な日常生活の実現には、生活
衛生関係営業の果たす役割は大きく、各業種の皆様
におかれましては、引き続き、公衆衛生の向上や質
の高いサービスの提供などにより、県民の安全で快
適な生活環境づくりに更なる御尽力を賜りますよう
お願い申し上げます。
　結びに、豊かな県民生活に不可欠となる生活衛生
関係営業の益々の御発展と皆様の御健勝を祈念いた
しまして、挨拶とさせていただきます。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
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　この度、はからずも藍綬褒章の栄に浴することができました。
　これもひとえに諸先輩方のご指導と、岩手県飲食業生活衛生同業
組合の皆様をはじめとする多くの方のご支援の賜物と深く感謝申し
上げます。
　５月12日（月）にホテルニューオータニにて伝達式が行われ出席し
てまいりました。
　この度の受章を機にさらなる業界の発展と組合の発展のため、な
お一層の努力をしてまいります。今後とも変わらぬご指導賜ります
ようお願い申し上げます。

藍綬褒章　受章おめでとうございます
飲食業組合　横田理事長

　私は、一年の中で春がいちばん好きです。寒く長
い冬を耐え抜いてようやく目覚める春は、岩手県人
の忍耐強い気質と似ているような感じがあり、また

あんなに世間を騒がせている熊たちも、そして、あ
らゆる樹木や植物が芽吹いたりし始めます。そんな
春が私は好きです。
　このような春ですが、私は、前職の時から、先輩
に連れられて山菜採りに八幡平市の山に、20年近く
出かけるのが恒例の行事です。といっても商いをす
るほど採るわけではありませんが・・・。
　山に行って毎年感じることは、山がだんだん荒れ
てきていることです。世の中で、地球環境問題が大
きく取り上げられている昨今ですが、本当に山を見
るとそれを痛感します。木材の伐採により山肌が見

時の話題

（一社）岩手県獣医師会　理事
白岩 利惠子

食べよう いわて…そしていのちに感謝して
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　収穫した山菜の処理をさっそくしてからの調理。
しどけはちょいと多めの塩でゆで、一本そのままで割
烹風に盛り付け、あいこは皮をむいて豚肉との炒め物、
山のアスパラと言われるそでこやアクの強いぼうなは
お浸しにして春の味覚を堪能しました。もちろん岩
手のおいしい日本酒もしっかりといただきました。
　私たちが食事の前に「いただきます」という言葉は、
いつも何気なく使っている言葉ですが、植物や動物
の命を自分の身体のためにいただいていることなので
す。このことを感謝して毎日料理を食べたいと思います。

“春の料理には苦みを盛れ”
　�人間は、春のさまざまな食材の苦みで、冬
眠していた身体を目覚めさせ、生気が溢れ
出るといわれています

『食のことわざ春夏秋冬』から

第110回全国料理業福岡大会

　６月３日～４日、ホテル日航福岡（福岡県福岡市）
において「第110回全国料理業福岡大会」が開催さ
れました。
　福岡での開催は昭和59年以来41年ぶりとのこと
で、たいへん盛大な会となりました。
　大会式典では功労者表彰が行われ、岩手県組合か
らは田中茂樹氏が厚生労働省健康・生活衛生局長表
彰を受賞されました。おめでとうございます。
　前夜祭では美味しいふく（ふぐ）づくしの料理に
舌鼓を打ち、二次会では有名な中洲の雰囲気を味わ
うことができました。
　エキスカーションでは、「令和の大改修」として
124年ぶりに重要文化財「大本殿」の改修が行われ
ている太宰府天満宮の「仮殿」に参拝しました。ま
た九州国立博物館では、日本の中でも、また他国と
の交流の上でも重要な場所である九州の歴史と文化
を深く知ることができました。
　来年の全国大会は広島県での開催となります。そ
の土地独自の食文化や歴史に触れられる機会を今か
ら楽しみにしています。

　2024年の映連の発表によると、2023年までの日本
映画と洋画の比率はおおよそ65％対35％の比率で推
移していたのだが、2024年はその比率がおおよそ

75％対25％に大きく変動した結果となった。その最
大の原因は、ハリウッドの俳優や脚本家のストライ
キによる影響で製作本数が減少したことが要因と考
えられる。
　洋画に関しては全体の興行収入が前年対比6.5％
減の結果になってしまった。
　2024年は全国で増減はあるものの、22スクリーン
増え2000年以降最高の3675スクリーンとなった。岩
手県もこの秋2004年ぶりに３スクリーン増える予定
になっている。ローカル都市の現状を見てみると、
東北６県については、大手企業の新規の出店は最近
はなくなりはしたものの、映画市場の動向によって
はいまだに魅力ある産業ととらえられている面もあ
るので、地元の興行主にとっては、なかなか厳しい
道のりは続きそうである。
　さて、今年の秋は岩手県に関連する作品が３本公
開される。
　１本目は盛岡出身の大友啓史監督の「宝島」が９
月19日から公開される。昭和20年代、沖縄が米の統
治下の時代から変換後までの壮大な若者たちの生き
ざまを描いた３時間19分の話題作である。２本目は

「Dr.カキゾエ　歩く処方箋　みちのく潮風トレイル
を往く」は青森県の八戸から福島県相馬市までの
1025キロを国立がんセンター名誉総長の垣添忠生氏
がとにかく歩く映画です。人との出会いの中で震災
やがんから復活する人の強さとは何か？を示唆して
くれる作品となっている。３本目は「おいしい給食
　炎の修学旅行」です。岩手、青森の旅行中わんこ
そばを競って食べたり、面白い給食シーンがあった
り、家族で楽しめる作品です。
　食欲、芸術の秋、この秋は是非映画館でお気に入

日本映画製作者連盟（映連）が
年度初めに発表した業界の興行
成績について
大きな影響を及ぼしている問題が・・・

え、緑地が減少している様子は胸が痛みます。また、
荒廃していく山により、小川の流れが毎年毎年変わ
る状況を見るにつけ、人間はつくづくおろかなこと
をしているなあと思います。伐採されたことにより二
酸化炭素吸収の機能の減少により地球温暖化が加速
し、いずれ地球全体の問題となり、人類の危機にも
つながることをみんなで自覚したいと思うのですが・・・
　と考えながら今年も現地に着いたら、やっぱり！
山のかたちが変わっていました。
　また、毎年地球温暖化の影響で、どんどん山菜の
育ちは早く、今年はこごみの旬に間に合わずいわゆ
るホダ状態、さらに数年前ならまだ芽も出していな
いしどけも真っ盛りで、あいこ、ぼうな、そでこな
ども、今日で良かった！という、こんな山菜採りで
した。そしてこんなにたくさんの山菜と出会える岩
手に生まれてよかったと思いました。
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りの映画をお楽しみください。

「�温泉文化」のユネスコ無形文化
遺産登録を目指しています！

　現在、私達は「温泉文化」のユネスコ登録を目指
し、署名活動等の活動をしています。
　温泉文化は豊かな自然の恵みであり、古より人々
の心身を癒してきた、日本固有の世界に誇るべき文
化です。「ONSEN」を世界共通語として広く知らし
め「ONSEN」のブランド化を図っていくためにも「温
泉文化」のユネスコ無形文化遺産登録に向けた署名
活動にご協力ください。
　県内各地の「温泉文化」のポスターがある旅館・
ホテルでのご署名も大歓迎ですし、オンラインでの
署名活動も展開しています。
　●�【署名募集】岩手県から世界へ

届け 温泉文化
　　�https://www.onsen-culture.

org/signature_pref/iwate/
　●�QRコードからもスマホ等で

簡単にご署名いただけます。
　（ご署名には「お住いの市区町
村名」と「お名前」を頂戴します）
　当岩手県旅館ホテル組合ホーム
ページからも内容をご確認いただ
けますので、是非アクセスいただ
き、ご署名にご協力くださいませ。

　クリーニング組合では、東北ブロック協議会内の

「ブロック次世代支援会議」を通じて、令和６年度
に厚生労働省の補助金を活用し、組合および組合店
のＰＲ事業を展開しました。
　まずは、全国クリーニング生活衛生同業組合連合
会のマスコットキャラクター「洗太くん」を活用し、
東北各県の名物を生かした「ご当地洗太くん」を新
たに作成。さらに、オリジナルデザインでお菓子を
作成できるサービスを利用して、「ご当地洗太くん」
を取り入れたオリジナルデザインのハイチュウを作
りました。
　その名も「センタクチュウ」！
　令和７年２～３月に東北各地区の組合店舗で配布
したので、手に取られた方もいらっしゃるのではな
いでしょうか。各県こだわりの「ご当地洗太くん」
デザインが可愛く、お客様からもご好評をいただき
ました。
　県単位で事業に取り組むのが難しい中、ブロック
で業界の課題
に取り組んで
いく重要性が
増 し て い ま
す。今回作成
した「ご当地
洗太くん」の
キャラクター
も活用し、組
合および組合
店の利用促進
につなげる活
動をしていき
たいと思いま
す。

組合ＰＲ事業
～「ご当地洗太くん」と
「センタクチュウ」

　令和７年６月２日、盛岡市において、日本政策金融公庫との懇談会を開催しました。
　当日は、盛岡支店国民生活
事業統轄、一関支店長、八戸
支店長と、県内11生衛組合理
事長等、約20人が参加し、活
発な意見交換を行いました。
　東日本大震災津波から14年
が経過した現在、物価高騰な
どの影響から収益が減少する
など、新たな資金需要等に対
応できるよう、関係者一同が
一層連携して取り組むことを
確認しました。

公庫貸付団体連絡協議会を開催！公庫貸付団体連絡協議会を開催！
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県民くらしの安全課から県民くらしの安全課から

　クリーニング師及び業務従事者はクリーニング業法において、定期的に研修・講習を受けなければな
らないこととされています。
　岩手県ではクリーニング師の研修及び業務従事者に対する講習を指定の上、以下のとおり実施※しま
すので未受講又は令和５年３月31日以前が最終受講の方につきましては、今年度必ず受講されますよう
お願いします。
　※本研修（講習）は、（公財）岩手県生活衛生営業指導センターが受託し、実施するものです。

　なお、やむを得ず会場での受講が困難な方は、２型（通信制）での受講も選択できます。
受講料 　　研修：１人 5,000円　　講習：１人 4,500円

お問合せ先
○クリーニング師研修に関すること　
　（公財）岩手県生活衛生営業指導センター　　　　　　　電話：019−624−6642
〇クリーニング業法に関すること
　岩手県環境生活部県民くらしの安全課　生活衛生担当　電話：019−629−5331

種　類 開催年月日
開催場所

名　称 所在地

研修

令和７年８月24日（日） 宮古地区合同庁舎 宮古市五月町１番20号

令和７年９月28日（日） 奥州保健所 奥州市水沢大手町５番５号

令和７年11月16日（日） 岩手県自治会館 盛岡市山王町４番１号

講習

令和７年８月24日（日） 宮古地区合同庁舎 宮古市五月町１番20号

令和７年９月28日（日） 奥州保健所 奥州市水沢大手町５番５号

令和７年11月16日（日） 岩手県自治会館 盛岡市山王町４番１号

県では、中小企業者等を対象に、既存の設備を高効率な機器へ更新する費用の一部を補助しています。

〇対象設備
　高効率空調機器（エアコンなど）、高機能換気設備、
　高効率照明機器（調光制御機能付き LEDなど）、高効率給湯機器

〇上限額等

〇公募期間
　令和７年３月～令和８年１月
　※予算上限に達した場合は早期終了する場合があります。

詳しくは
コチラ→

補助対象 補助率 上限額
いわて脱炭素化経営企業等認定あり

1/2 800千円
　　　　　　　〃　　　　　　なし 500千円
※省エネ診断又は二酸化炭素排出量の算定は必須。

補助金を活用して、

　省エネ設備への更新をしませんか？
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今年度２名の 「経営特別相談員」 が新たに誕生今年度２名の 「経営特別相談員」 が新たに誕生
　「生活衛生営業経営特別相談員」は、
県内の生衛組合から推薦により、岩手
県知事から委嘱された方々で、営業の
近代化、合理化を促進して業界の健全
な発展向上を図るため、特に金融・融
資制度の面において相談指導を行って
います。
　６月17日に養成講習会を受講。今年
度も新たに２名の方に、７月１日付で
岩手県知事から委嘱状が交付されまし
た。今後のご活躍を期待します。

※�経営特別相談員は、各組合及び県指導センターに所属しています。
　�経営特別相談員は、皆様方の経営上の秘密を厳守します。融資などのご利用にあたりご相談ください。

令和７年７月１日現在■経営特別相談員配置一覧　※ゴシック表示は地域デジタル相談員

◎新任の経営特別相談員は次の方々です

佐藤慎也氏、　成田生活衛生担当課長（県庁）、細川直美氏

すし業 中華料理 社交飲食業 料理業 飲食業 食肉 理容 美容 興行 旅館ホテル 公衆浴場業 クリーニング 指導センター

盛 岡

高橋　剛一 東山　武志 浅岡　浩樹 岩舘　政明 葛  　勇樹 渡辺　修司 菊池　葉子 金野　民子 中西　栄三 鳥居　隆一 林　　伸介 庭田　菜摘

25

栗畑　清継 須田　悠介 大村由里子 藤原和広 岩泉美奈子 藤田　沙織 幾田　和実 細川　直美

角地山映子 蝦名紹功 坂本　弘幸

府金ユキ子

（岩手町）

紫 波
小笠原和也 村松　啓吾 沖田ゆかり

4
牛崎　茂樹

花 巻 折居　真光 細川砂百合 喜古　起子 3

北 上 八重樫義勝 多田　伸司 髙橋　文代 3

奥 州 安齋　  実 髙橋　春夫 鈴木　康夫 3

一 関
佐々木六兵衛 柳澤　　俊 高橋　　竜 卓地　明美

7菊地　　清 小野寺宏行

菅原　利和

宮 古
石曾根長福 黒田　　豊 佐々木房枝

4
北舘　崇司

山 田 大杉　宗丈 古舘　興司 糠盛　真一 3

釜 石
坂本　倉蔵 山﨑　公平 藤井　和幸 佐藤憲　弘 平松　正浩

6
阿部　功一

遠 野 0

大船渡

鈴木  　滋 千葉　武継 胡口  穣

6
新沼　智浩
志田　繕隆
佐藤　圭二

陸前高田
小澤　良幸 佐々木　浩 大坂　　司 濱守　民子

5
（花巻） 太田　明成

久 慈
大宮　清一 川平美佐子 桑畑　　博

4
小笠原ひとみ

二 戸 小林  　明 向井　雄一 佐藤　慎也 3

一 戸 0

計 6 11 5 2 16 3 13 10 2 4 0 2 1 75
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（盛岡支店）０５７０－００４７３０ 
（一関支店）０５７０－００４８０２ 
（八戸支店）０５７０－００３７５３ 

 

（盛岡支店）０５７０－００４７３０ 
（一関支店）０５７０－００４８０２ 
（八戸支店）０５７０－００３７５３ 

 

（盛岡支店）０５７０－００４７３０ 
（一関支店）０５７０－００４８０２ 
（八戸支店）０５７０－００３７５３ 
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令和７年度　主な事業のご案内令和７年度　主な事業のご案内
1　経営相談
　　生衛業者に対する経営、融資、税務、衛生、労務等の相談指導、利用者等の苦情相談に応じます。
　　相談指導体制：経営指導員（２名）、事務職員（１名）
　　　　　　　　　経営特別相談員（75名　Ｒ7.7現在）
2　地区生活衛生営業相談・指導
　　各地域に出かけ、地区相談・連絡会議等を行います。
　　・地区連絡協議会
　　・保健所等の協力を得て、食品表示、衛生面での各種講習、健康づくり等研修会
3　生活衛生融資の相談と活用促進
　　長期返済で低利な日本政策金融公庫の貸付申込みの相談業務を行っています。
4　情報発信
　　・ホームページを活用して指導センターや生衛組合等の情報を発信します。
　　・広報紙「いわて生衛だより」を年２回（８月、１月）発行します。
5　後継者育成支援事業
　　若者の生衛業に対する就業を促進し、後継者の育成・確保を図ることを目的として出前型体験学習を実施します。
6　標準営業約款（Ｓマーク）の登録事業
　�　理容・美容・クリーニング・めん類・一般飲食店の５業種に設定されている「標準営業約款」について、約款登

録の推進と消費者への周知を図ります。
7　クリーニング師等研修事業
　�　クリーニング師・業務従事者は、消費者保護の観点からクリーニング業法により３年に１度資質向上のため、研

修・講習を受けることになっています。今年度は、次のとおり開催します。

8　物価高騰等経営支援緊急対策事業
　　物価高騰等により経営に大きな影響が出ている生衛業者に対し、専門家の派遣や各地域での個別相談会を開催します。
9　第37回岩手県生活衛生大会の開催
　・期日　令和７年11月10日（月）、14時30分から18時まで
　・場所　ホテルメトロポリタン盛岡ニューウイング
　・次第　第１部基調報告（14：30～15：20）、第２部表彰式（15：30～）、第３部祝賀会（16：30～）
⓾　衛生水準の確保・向上事業
　�　各生活衛生同業組合や行政など関係機関と連携し、衛生水準の維持、向上を図り、利用者に安全・安心なサービ

スを提供するための活動を実施します。
⓫　その他事業等
　　⑴　経営特別相談員関係
　　　・養成講習会：６月17日（火）、２名受講しました。
　　　・研 修 会：11月10日（月）、９時30分から盛岡市で開催予定です。
　　⑵　調査事業：景気動向等調査（年４回）、経営状況調査（年４回）を行います。

開催年月日 会　場　名 所　　在　　地 予定人数

１ 令和７年８月24日（日） 宮古地区合同庁舎 宮古市五月町１番20号 15人

２ 令和７年９月28日（日） 奥州保健所 奥州市水沢大手町５番５号 60人

３ 令和７年11月16日（日） 岩手県自治会館 盛岡市山王町４−１ 50人

『生衛業デジタル化推進・事業承継勉強会』を開催しました
　生衛業においては、生産性を向上し収益力を高めることが、喫緊の課題となっております。
　岩手県生活衛生営業指導センターでは、令和７年５
月12日から６月10日、県内15会場において、髙橋晃専
門家を講師に勉強会を開催。一般生衛事業者2名を含
む53名が受講しました。
　参加者から、「事業承継を考える機会になった」「年
２～３回開催して欲しい」「相談できる窓口がたくさ
んあることが分かりました」「専門家派遣を積極的に
活用したい」などの感想をいただきました。
　次回は、11月10日（月）、盛岡で「旅館あけぼの代
表取締役 音成亜美氏の講演会」を開催します。


